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研究成果の概要（和文）： 
  次世代リモートセンシング技術として、高分解能で多機能なセンサを搭載した人工衛星や航
空機センシングデータを用いて、国内の代表的な植栽樹種であるスギ、ヒノキ、カラマツ林か
ら、立木本数、単木樹冠の抽出、樹種分類から林相を半自動的にゾーニングし、間伐が必要な
人工林を区分する手法を開発した。研究成果は英語論文で公表する共に、国際学会で講演、特
許申請を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Two methods of semi-automatic thinning stand delineation within forest compartments 
which are representative Cryptomeria japonica, Chamaecyparis obtusa and Larix 
kaempferi etc. plantations was developed by combining an individual tree crown 
delineation technique with a treetop detection technique, using advanced high spatial 
resolution optical sensor data. Research results were published in English journal. Also I 
presented in International Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS). 
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研究分野：農学 
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１．研究開始当初の背景 
 「地球温暖化防止や国土防災上からもニー
ズの高い間伐地の抽出を人工衛星の情報か
ら区分できれば、森林管理や調査が格段に効
率化する。」 現在の日本の森林では森林現
況を正確に捉えること、間伐地を判別するこ
とは日本の森林管理において最も社会的ニ
ーズが高い。しかし、森林の管理台帳である

森林基本図や森林調査簿は植栽時の情報の
ままであり、現実との乖離が大きな問題であ
る。さらに、近年、人工林では災害の起きや
すい放置された間伐地（細い木が密生する不
健全な林）が増加している。間伐地の選別は、
現地調査と技術者の経験に依存しており、多
大な労力と時間を要する。 
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２．研究の目的 
 森林調査をせずに、上空から撮影した高分
解能人工衛星や航空機データを用いて、間伐
が必要な人工林を半自動区分する手法を開
発する。 
 
３．研究の方法 
次世代リモートセンシング技術として、高

分解能で多機能なセンサを搭載した人工衛
星や航空機センシングデータを用いて、国内
の代表的な植栽樹種であるスギ、ヒノキ、カ
ラマツ林から、立木本数、単木樹冠の抽出、
樹種分類から林相を半自動的にゾーニング
し、間伐が必要な人工林を区分する手法を開
発する。 
 

４．研究成果 
2009 年度は上空から撮影された次世代リ

モートセンシングデータである人工衛星と
航空機センサデータをもとに、次世代リモー
トセンシング技術として、高分解能で多機能
なセンサを搭載した人工衛星や航空機セン
シングデータを用いて、国内の代表的な植栽
樹種であるスギ、ヒノキ、カラマツ林から、
立木本数、単木樹冠の抽出、樹種分類から林
相を半自動的にゾーニングし、間伐が必要な
人工林を区分する手法を開発した。研究成果
として論文を作成すると共に特許申請を行
った。特許技術は市町村など担当者が少ない
自治体では、高度な間伐地区分よりも、“植
栽した樹木が、今何本あるのか知りたい。き
ちんと育っているのか確認したい”というニ
ーズが高いことがわかった。本発明は上空か
らの光学の高分解能センシングにより、広域
の森林を対象に管理区域（小班）内の樹木本
数を樹種ごとに精度良く自動算定するシス
テムである。算定結果は小班データベースと
して登録でき、GIS などの森林管理に活用で
きることから、当該技術の応用範囲は広い。 
2010 年度は森林所有者ごとの樹種別本数

を自動カウントするため、任意の小班ポリゴ
ンを、樹種別樹冠分類画像に重ねて、樹種別
本数、樹冠直径、ha 本数をポリゴンごとに自
動算出し、データベースに加えた。研究成果
として、2009 年度に開発した特許技術につい
て英文ジャーナルに投稿した。特許技術につ
いて、長野県内の市町村から利用ニーズがあ
り、現在、起業検証技術として検証している。
大学の標準テキストとして、“森林リモート
センシング”第３版、農業高校テキストとし
て農業測量の著者として執筆した。これら業
績から、2010 年度日本森林学会賞を受賞した。 

2011年度は、研究成果として海外英文誌に
論文を作成すると共に特許出願を行い、早期
審査請求により特許査定・登録をした。特許
技術は上空からの光学の高分解能センシン
グにより、広域の森林を対象に管理区域（小

班）内の樹木本数を樹種ごとに精度良く自動
算定するシステムと間伐地の選定システム
である。算定結果は小班データベースとして
登録でき、GIS などの森林管理に活用できる
ことから、応用範囲は広い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  開発した研究のフロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  解析対象地 信州大学演習林 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

  森林域のみ抽出 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   単木樹冠の自動抽出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
樹冠を 3 区分 （樹頂点、日向部、日陰部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   樹冠の樹種区分（色別表示） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  樹頂点の樹種区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小班ごとの樹種別本数の計算と GISデータベ
ースへの登録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 業務への応用例 
 高価値材ヒノキの抽出 
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